
笹
木
貴
史

さ
ー
蔵
・
茶
蔵
カ
フ
ェ

と
に
か
く
、
阿
蘇
に
魅
了
さ
れ
て
い
る
。

福
岡
で
学
生
時
代
を
過
ご
し
、
戻
っ
て
く
る
と
い
っ
そ
う
、

こ
の
自
然
が
好
き
で
好
き
で
た
ま
ら
な
く
な
っ
た
。

も
っ
と
多
く
の
ひ
と
に
見
せ
た
い
、
味
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
と
心
底
思
っ
た
。

和
食
と
洋
食
、パ
テ
ィ
シ
ェ
の
修
業
を
し
て
実
家
の
土
地
に
帰
り
、

ま
ず
米
蔵
を
、
母
や
祖
母
の
レ
シ
ピ
で
作
る
郷
土
和
食
の
店
に
。

展
望
デ
ッ
キ
の
よ
う
な
窓
の
あ
る
納
屋
は
、
薪
ス
ト
ー
ブ
の
似
合
う
カ
フ
ェ
に
。

野
菜
と
米
は
、
自
分
た
ち
の
手
で
育
て
収
穫
し
た
も
の
。
肉
は
地
元
産
。

手
製
の
釜
で
阿
蘇
の
実
り
の
ピ
ザ
も
焼
き
ま
す
。

看
板
娘
は
、「
い
ら
っ
ち
ゃ
い
ま
せ
」と
、
長
女
が
買
っ
て
出
ま
す
。

ま
さ
に
、
食
も
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
も
、
地
産
地
消
。

着
々
と
夢
を
カ
タ
チ
に
す
る
若
き
オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ
の
次
な
る
目
標
は
、

春
、
菜
の
花
と
れ
ん
げ
の
畑
に
ポ
ニ
ー
を
放
し
て
、
小
さ
な
草
千
里
を
演
出
。

何
時
間
で
も
い
た
い
と
思
え
る
、
も
う
ひ
と
つ
の
阿
蘇
を
つ
く
る
こ
と
。

こ
こ
に
、

も
う
ひ
と
つ
の

阿
蘇
を

つ
く
り
た
い
。

あ
る
が
ま
ま
、
と
い
う
貴
さ
。

人
と
自
然
が
共
作
す
る
阿
蘇
。

火の国阿蘇の
恵みのブランド


